
地域医療連携だより

呼吸器内科
どの分野でもご紹介いただければ当院で初期評価を行います。

さらに高次医療機関への紹介が必要となった場合にも当院で対応させていただきます。
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■出身大学・卒年

　秋田大学・平成 10 年卒

■専門医・認定医

　日本内科学会総合内科専門医

　日本呼吸器学会専門医

　日本呼吸器内視鏡学会気管支鏡専門医

　ICD 制度協議会感染制御医師

　身体障害者福祉法（呼吸器）指定医師



睡眠時無呼吸症候群
について

　睡眠時無呼吸症候群は、「熟
睡感が得られない」「日中の眠
気がとれない」など、普段の生
活や仕事に支障をきたす病気で
す。睡眠時無呼吸症は、寝てい
る間に喉が塞がれ、呼吸が妨げ
られて起こります。そのまま
放っておくと、脳血管障害や心
筋梗塞だと 4 倍、高血圧なら 2
倍、さらに糖尿病にもかかりや
すくなります。また様々な重病
を合併し、8 年後の生存率が半
分に下がるともいわれています

（図 1）。
　主に肥満、首が短く太い、あ
ごが小さい、舌や軟口蓋・扁桃
腺が肥大している、高血圧・糖
尿病など生活習慣病がある人が
なりやすいとされています。し
かし、治療方法が確立されてお
り、正しい治療を受ければ問題
なく日常生活を送れるようにな
ります。
　当院では、患者さまの生活の
質や睡眠の質を高め、充実した
毎日を過ごせるようにお手伝い
させていただきます。
　外来では、専門医師を中心
に臨床工学技士が患者さまのサ
ポートをいたします。在宅で用
いる治療装置には、稼働記録を
データとして書き出す機能が搭
載されており、来院のたびにそ
れを患者さまからお預かりし、
すぐさまデータを解析し治療成
績を評価します。外部業者の協
力を得ている施設などはその作
業に 10 日ほど要する場合があ
るため、直近の内容で診療でき
ることは大変な強みです。
　「眠気の状況」に関する心配
や不安、検査のご希望があれば、
ご相談ください。積極的に治療
に取り組んでおります。

睡眠時無呼吸外来
毎週火曜日 14:30 〜 17:30

その他の曜日も受診できます。お気軽にお問合せください。

②検査　無呼吸の検査を行っています。
簡易検査は、指・鼻・腕に機器を装着して眠るだけ。
自宅で簡単に行え、呼吸の状態やいびき・酸素の量を
調べることにより無呼吸の状態がわかります。精密検
査は、1泊入院をして眠っていただきます。顔・頭・
体の必要な部分に機器を装着して、睡眠の状態を簡易
検査よりも詳しく検査します。

③治療　認定技士がいるから安心です。
医師とともに、臨床工学技士（ME）が皆さまのサポー
トを行います。MEは「呼吸療法」の専門認定を受け
ていますので、より質の高い治療を提供いたします。
治療装置（CPAP装置）は、遠隔管理機能を持っており、
人間工学に基づいた呼吸サポートができる先進の装置
です。睡眠時に CPAP装置を装着し、開始後月 1回
の通院をしていただき、データカードによってCPAP
装置の治療成績の評価と遠隔操作を行います。

充実した毎日をサポートします！　

女性技士も在籍しています。

女性の患者さまも安心して受診ください。

▶︎
▶︎

①受診　信頼できる医師がいます
睡眠時無呼吸症候群は、「熟睡感が得られない」「日中
の眠気がとれない」などの普段の生活に支障をきたす
病気です。治療を通して皆さまの生活の質や睡眠の質
を高めるお手伝いをさせていただきます。なんでもお
気軽にご相談ください。

最新検査システム「アリス 6」
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患者さまの安定期の治療においては、ご
紹介いただいた先生方の方針に沿って進
め、経過観察をお願いする場合がござい
ます。診療上の問題点や治療方針を共有
させていただき、フォローアップいたし
ますので、連携を密にとらせていただき
たく、お願い申し上げます。

安定期の患者さまについて



地域医療連携室 直通 TEL.048-564-2537
　　　　　　　 直通 FAX.048-564-2538

　 地域医療連携室 VIOCE
　まだまだ厳しい寒さが続いております。春が待ち遠しい季節です。「顔の見える連携」をテーマに日々の業務に取り組んでおります。今

回は当院の呼吸器内科部長である竹内医師にご登場いただき、睡眠時無呼吸症候群についてお話いただきました。患者さま・地域の先生

方にご一読いただけたら幸いです。最新の情報や治療の案内、検査で使用する高度先進医療機器の情報等は、私たち地域医療連携室から

リアルタイムで発信させていただきます。皆さまに寄り添える地域医療連携室として、今後ともよろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

係長　坂本　郁


